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■観光業が大打撃 

世界的な新型コロナの感染拡大が、ベトナム経

済に大きな影を落としている。 

とりわけ、打撃が大きいのが観光業である。

2018 年のベトナムの観光業の規模は、対名目

GDP 比で 9.2％であり、ベトナム経済全体への影

響を無視できない（右上図）。 

ベトナムでは、1 月の中国における新型コロナ

蔓延以降、感染拡大防止を目的に感染国からの旅

行者の入国拒否や到着ビザの発給停止といった

措置が実施されているほか、国内でも自粛ムード

が高まっている。実際、現地報道によれば、国内

の主要移動手段であるバスの利用客は、新型コロ

ナ蔓延前に比べ、3～7 割落ち込んでいるとされ、

観光業は急激に業況が悪化している。 

世界各国で新型コロナの感染拡大が続くなか、

当面、観光業の不振も続くとみられる。ちなみに、

2020 年通年で訪越観光客が▲25％減少、国内旅

行者が▲10％減少すると仮定すると、GDP は▲

1.2％ポイント下押しされると試算される。 

 

■製造業も先行き大きく悪化へ 

一方、新型コロナの影響は足元で製造業にもお

よびつつある。2020 年 1～2 月の製造業生産指数

は前年比＋7.0％と 2019 年 12 月と同水準の伸び

を維持した。しかし、先行指標である製造業の購

買担当者指数（PMI）は、中国からの原材料・部

品供給が滞るなか、47.1 ポイントと 6 年 7 ヵ月

ぶりの水準に低下しており、3 月の生産活動は大

きく減速した可能性が高い（右下図）。 

4 月以降も、当面、ベトナムの生産は低迷が続

くと見込まれる。感染のピークを越えた中国では

足元で企業活動が再開に向かいつつあり、中国か

らの原材料・部品供給は徐々に回復してくるとみ

られるものの、感染の中心地がアジアから欧米へ

と拡大するなか、今後は、ベトナムの主要輸出先

である米国、欧州の需要下振れが生産の下押し要

因となる公算が大きい。 

これらを踏まえ、ベトナムの 2020 年通年の実質 GDP 成長率は＋4.9％と、前年（＋7.0％）から大幅

に減速するものと現時点では予想している。 
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